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明治時代、先進諸国に追いつこうといち早く通販のしくみを

導入し、明治30年代には最初のブームの様相を呈した日本の
通信販売でしたが、大正期に入ると悪質業者が跛直するように

なつたこともあつて停滞に転じ、さらに関東大震災につづく大不

況と軍国主義への傾斜の中で、わが国における通販業は長い氷

河期に入り訳す。一方この時期、大恐慌に見舞われたものの本

土に戦大がおよぶこともなく、未曾有の消費文化が花開いたア

メリカでは、通信販売ビジネスtl飛躍的な発展を遂げました。

前号までこうした過程を、日米を対比しながら見てきたわけで

すが、本号からは、長くつづいた戦争がようやく終った昭和20
(1945)年以降、日本の通販が歩んだ道をたどることにしま
しょう。

戦争が終わつたとはいえ、疲弊しきった敗戦団日本には、極度

の物章不足と統制経済がつづき、激 tソいインフレも起きて、人々

は食うため、生きるために必死の日々を送ることになり誅す。餓

死、栄養失調、行き倒孝l、 ‖J市、浮浪児といつた、百年に一度と

言われる現在の状況などとは比べようもない、困窮、食糧難、

混乱の社会でした。そうした日本人のどん底の暮らしの中に、洪

水のように流入してきたのが戦勝lllアメリカの文化でした。食う

や食わずの生活に追われる日本人の目に映り、耳から飛び込ん

て来るアメリカの社会とそこに暮らすノ人、々 |ょ、なんときらびやか

に感じられたことでしょう。アメリカのどこの家にもある自家用

車、掃除機、冷蔵庫、テレビ、電話、芝生の庭、超厚の八ンバー

ガー …今なら日本でもあたりまえの暮らしが、当時の日本人に
とつて |よ、まるで別世界だつたのです。そ祖までの鬼畜米英は、

たちまちアメリカヘの畏敬と憧ねに一変しました。このへんの変

わり身が、しヽつまでも恨みを忘れなしヽ多くの他の国民と日本人

の違しヽでしょうか。

そうした終戦直後、通販ではあり歌せんが最初に大ヒットした

のが「日米会話手帖」でした。出版元の社長が出張先で8月 15

日の終戦の日を迎え、玉音放送を聴きながら閃しヽたアイデアで、

帰りの車中で原稿を書き、徹夜で英訳をつけたという32ページ

の小円子は、lヵ月後の 9月 15日 に発売となるや、わすか3ヵ 月

で360万部を売りつくしたのです。多くの人が虚脱状態の中、
こうした商機を見逃さないと|よ、天踊れな商魂です。

このような日本人のアメリカ文化への憧れの中に、入つて来た

のが、後に日本の通信販売に大きな影響をおよぼすことになる

「リータ
｀
一ズダイジェスト」でした。「リーダイ」と呼ばれ長く親

しまれた同社が、戦後の日本社会と日本人の暮らしにもたらした

もの |よ何だつたのか、次号もこのつづきをお話しして行きます。

第43回

東京をはじめとする全国の主な都市は空襲による焼け跡

だらけ、巻には傷疾軍人や戦災孤児があふれていた戦後の

混舌しのさなかの1946(8召和21)年 6月、戦勝国アメリカ

のベストセラー誌の日本語版が出版されました。それがそ

の後、わが国の出版業界・通販業界に輝かしい足跡を残し

た「リーダーズダイジェス日 でした。

リーダーズダイジェスト誌は、1922年にアメリカ人のデ
ヴィット・ウォレスとカォダ生意れの妻ライラ夫妻により倉」

刊されました。第一次大戦で負傷したデヴィットが、多くの

大衆雑誌の記事の要約を主要な内容とする雑誌のアイデア

を思いつき、自宅の庭で通信販売を始めたもので、これが

新聞雑誌の売店でも売られるようになつて大飛躍を遂げ、

1935年には100万部を突破、やがて世界各地で海外版
が発行されるようになります。今日では、アメリカ版の毎

月発行部数が1250万部で、これを上回る雑誌はAARP
(全米退職者協会)の会員誌以外はありません。また、全

世界では2100万部で、読者数は1億人を超えると言われ
てしヽます。

そんな雑誌が戦後早々の日本に上陸して来た理由はな

んだったのでしょうか。一つには、戦勝国アメリカが、基本

的価値観において、文化面において、市民の暮らしのレベ

ルにおいて、世界中でいかに優れているかを、かつての敵

国民である日本人に知らしめるという役目を帯びていたと

言えましょう。その一方で、日本人サイドにも、憧れの国ア

メリカをより理解したいという強いニーズがあったのです。

アメリカの民主主義やヒューマニティ、道徳的保守主義、楽

天主義、個人の成功話といつた、当時のアメリカの世界リー

ダーとしての誇りや自信にあぶ、れた言己事内容は、今のわれ

われ日本人の感覚からすると、なにか説教じみて、押し付け

が讚しくもとれますが、当時の日本人には全てが新しく、素

購らしく感じられ、まさに、出版渇仰時代に、乾いた上に水

が吸われるように買われ、むさぼり読まれ、二世を風靡した

のでした。日本語版の拡販に成功したリーダーズダイジェ

スト日本支社は、やがでダイレクトメニルサービスを始め、

また、レコニドなど物品の通販に乗り出すのですが、そのベ

んの経緯は次号以降にまわすことにします。
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戦後1年も経つていない1946(昭和21)年 6月に日
本語版を倉」刊したリーダーズダイジェストは、日本人の大

多数が食うや食わずの暮らしに違われる中でも、憧れのア

メリカ文化を伝道する媒体として受け入れられました。こ

の頃はまだ極端な紙不足状態でt出版物の用紙も害」当て

制だつたくらいですから、アメリカから紙も持ち込んで作

られた同誌は見栄えの面でもひときわ目立つたことでしよ

う。部数を順調に伸ばしたリーダイは、3年後の49(昭和

24)年には148万部に達します。150ぺニジほどの同

誌の当時の定価は50円。大卒の初任給がようやく5千円

に届こうかという時代ですから、けつして安いもので1よあ

りませんでした。         |
こうした部数の伸びを背景に、リーダーズダイジェスト

日本支社は、52(昭和27)年にいよいよ物品の通イ言販

売をスタートさせます,戦後の日本の通販は、すでに申山

式産業やカメラ業者などによつて復活してはい試したが、

通販先進国であるアメリカのノウ八ウを武器にしたリーダ

イ社による通販の開始が、戦後のわが国における本格的

通販の幕開けと言つても差し支えないでしょう。同社が最

初に手がけた商材は音楽レコードでしたが、レコード通販

はその後通販の主要な柱の一つとなり、各レコード会社や

ソニー系の通販会社によつて受け継がれ、さらにカセット

テープからCDの通販へと、今日萩で営々とつづいている

のです。

同社の方針は、たんに物を売り込むのではなく、徹底し

た「サービスを売る」ということであり、そのサービスとは

「エキスパートが一＼ひとりの消費者に代わつて世の中を

ウオッチし、真に価イ直あるものだけを拾い上げ、それを消

費者が容易に楽しみ自分の糧とできるようまとめあげ、出

来上がつた商品を DN/1というチヤンネルを通じてお客様

個々に腐けるJというものでした。消費者に「楽しみ」を提

供するとしヽうこと一つとつても、それまでの通販にない新

鮮な考え方として受け入れられたのでしょう。この方針に

沿つて、同社は当時としては画期的な消費者サービスシス

テムを打ち出すのですが、これについては次号でこ紹介す

ることとします。
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1946(昭 和 21)年、アメリカ文化と民主主義の伝道

師の役害」を持つて日本に上陸したリーダーズダイジェス

トは、雑誌の販売部数の好調な伸びを背景に、52(昭和

27)年には物品の通信販売に乗り出します。最初に手が

けた商材は音楽レコードでしたが、同社の始めた通販は、

いろいろな意味で、日本人の目から見ると画期的なもの

でした。それまで日本の通販としヽえば、一時期の百貨店通

販を除くと、かなリマイナーな存在でした。つまり、街中の

店で |よ売つていない、あるいは買いにくしヽといつた特殊な

商品を、限られた雑誌などで宣伝し、こく限られた物好き

な人が注文するというイメージでした。ところがリーダー

ズダイジェスト社の通販は、レコードとしう 、本オ1)綺 こ・活

遍的な商材を、150万部を語るリーダイItt C人々的に島

知することで、これまで通販の利用など考えもしなかつた

層、いわば知的水準の高い客層に受け入れさせることに成

功したのです。こ/rlに よつて日本における通販は、従来の

日陰者、胡散臭いものという従来のイメージから脱去1する

ことができたのです。このことだけをとっても、リーダイ社

が戦後日本の通販の発展に尽くした貢献はたいへんなも

のと言えますが、同社の功績はこれに止まりません。それ

は、それまでの日本の通販になかつた消費者重視の姿勢

です。

同社は、52年の物品通販開始と同時に「消費者相談窓

口」を常設し、専任スタッフを配隠しました。それは、たん

に商品を売り込むだけでなく、買い手を保護し、その信頼

を獲得することで、永続的な顧客の蓄積をはかるというも

のでした。アメリカでは、LLビーンをはじめ、顧客重視の

通販はすでに一般的でしたが、とにかく―発、特殊な商品

を買つてもらえればしヽいという大方の日本の通販会社と

は∵1なるイT=ヽ方だ つたので」 ,.ハ :ヽに、これ ll今ではわが

lllで 13当たり南tのようになI)ている 1現 till先渡し イti後

払い」「キヤンセル 交換 返品オーケー」のシステムも、こ

のとき初めて同社によつて実施されたのです。ですから、

リーダイ社は戦後の日本における「今日的通販」の先鞭を

つけ、形をつくつた、最大の功労者と呼んでも過言で|よな

いでしょう。
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ことになるのです。さらに、やがこわが国通販業の申心的止

業に成長する干趣会が昭相 28(1953)年 に職 1或頒布

販売を、翌 29年 には日本通信教育連盟の前身である東京
高等人形学院が al・ l信教育をスター トさせまづ。次国からは

「もはや戦後ではない」と言わねた昭和30年代以降のわが

口通販の発展を追うことにしましょう。
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2005年 10月号を第 1回として、これまで4年間にわた
り明治期からのわが国の通販の歴史をたどつて来た通販史

探訪も、いよいよラストコーナーにさしかかり、本号を含め

4回の「最終革」をもつて、ひとまず終了することとします。

欧米先進国に遅れをとるまいと、近代郵便制度の実施と

ともにいち早くスタートしたわが国の通販は、明治時代の

後期14~最初のブームを迎えます。進取の気質と好奇心に富

んだ日本人の画目躍IElといったところでしたが、大正の末期

から昭和20年の敗戦まで、災害や大恐慌、戦時下の物資
不足や統制の強化といつた社会事情を背景に、通販にとつ

て長く厳しい氷河期を経験することになります。そして第二

次大戦後、アメリカから進出して来たリーダーズダイジェス

トが大付け役となつて、新たな近代的通販が日本人の生活

の中に浸透して来るのです。昭和,20年代に、多くの百貨店

通販も復活しました。

戦後10年が経過し「もはや戦後ではなしJと言われた昭

和30年代に入ると、ようやく人々の暮らしにも余裕が生
まれ、生活の中に楽しみを求めるようになります。特に三

種の神器と言われた電気洗濯機、電気冷蔵庫、電気炊飯器

(電気掃除機を入ねる場合tl)の一般家庭への普及が、主

婦の家事労働の負担を劇的に軽減した結果、趣味と実益を

兼ねた時間活用を志向する風潮の中で、日本人形の通信教

育を行う東京高等人形学院 (現ユーキャン)が設立され、ま

た、電話によって手軽に注文できる通販も高島屋によつて

始められました。OLを対象にした職 l_ut頒布も千趣会により

スター トします。そして昭XE13 0年 代も後半になると、日本

メールオーダー、二光通販、ワールドファミリーレコード、日

美といつた通販・適教食業が続々と名1乗りを上げろこととな

るのです。とはいえ、この頃の通販利用者の消費者全体に

占める害1合は微々たるものでした。こく一般的な人々の通販

に対する見方は、手にとって確かめられないから不安だ、な

んとなく胡散臭しヽといつたものが圧傷1的だつたのです。その

ため、わが国通販は通常の店では買いにくいものを、こく一

部の物好きな人たちが利用するといつた状況がしばらく続

くことに /「」ります。そうした状況が一変し、日本の通販が転

機を迎えるのが次の昭和40年代と言えるでしょう。

第48Elll

明治期に先進諸国に伍していち早くメールオーダーのシ

ステムを取り入れたわが国は、明治後期から大正にかけて

のブームから一転、長い長い通販氷河期に入ります。第二

次大戦の終戦とともに、アメリカのリーダーズダイジェス

ト社や一部の百貨店などに先導されて日本の通販は復活

し、昭和30年代になると千趣会、日本メールオーダー、二

光通販といつた専業通販企業が誕生し、それぞれの持ち味

を活かした通販活動を展開します。専業通販企業の創業

や、既存企業による通販・通教事業の開始は昭和40年代

も続きます。40年代前半にはムトウの力タログ販売、ハイ

センスや国際趣味の会の頒布方式、コロンビアファミリー

クラブやワールドレコードクラブのレコード販売、主婦の

友の通教、日本フローラルアート、ニッセンなど、後半には

フジサンケイ・リビングサービス、日美 (後のエヌ・ジー

シー)、 フランクリンミント、CBSソニーフアミリークラ

ブ、京都通販、トップアート、専商といつた押々たる面々が

顔を揃えることになります。昭和40年代の後半はまた、

ある意味で日本の通販の一大転換期とも言うべき大きな

変化が起きた時期でtlあ りました。その変化と|よ、通販

がこく一部の物好きな人から、こくフツーの人の利用する

シヨッピング方式へ変質したことで、その結果通販は広く

一般大衆を対象にしたビジネスとなつて、社会的に認知さ

れたのです。それには、新聞とテレビという大きな影響力

のあるマス媒体を保有するフジサンケイグループが本腰を

入れて通販ビジネスに乗り出したことが、大いに貢献して

いると言つていいでしよう。この頃から、三大全国紙をは

じめとする新聞各紙や一流雑誌がこぞつて通販広告に大

きなスペースを害」くようになり、それまで通販を見向きも

しなかつた、あるしヽ |よ通販に小11:感を1寺 ,Ftノ ノ`11■ く1/17万¬

費者が、こんな大新聞や一流雑誌が扱つているのだから間

違いないと、通販に対する見方をがらりと変えたのです。

そしてこの人々の認識の変化が、昭和40年代の末期から

50年代初頭にかけての、マス媒体通販のブームにつながっ

ていくことになるのです。
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第49皿

長しヽ通販氷河期を経て、8召和20年の敗戦を機に再生し

たわが国の通販は、昭和30年代から40年代前半にかけ

て多くの新規通販企業の誕生を見た後、8召和40年代後半

(1970年代)に大きな様相の変化の時期を迎えます。

それまでは消費者の中のこく一部の、物好きな人によって

利用され、支えられてきた、いわば日陰の存在だった通販

が、この時期から全国紙をはじめとする新聞各紙や一流雑

誌などがこぞつて通販広告を掲載するようになつたため、

一気に多くの人々が利用するショッピング方法の一つとし

て、社会的に認知されるようになつたからです。特に、大新

間の金段を使つた大スペースの通販広告は、人々の通販ヘ

の関心を急速に高めました。中でも、マス蝶体i顧販広告の

多くが多品目のコマ害」り形式であつたのに対して大胆不敵

にも「単晶」を15段ぶち抜きで訴求する戦法に打つて出た

日本ヘルスメーカー (後のカタロク
｀
ハウス)が、昭和50年

代の初頭大きな脚光を浴び、同社の「ルームランナー」はわ

が国通販史に残る空前のヒット商品になつたのです。同社

の成功から刺激を受けた通販各社も讀た、健康 美容機器

など、当時としては目新しい分野の商品の開発に取り組み、

マス媒体通販 |よブーム的様相を呈します。当時は、一流媒

体の大スペースを通販広告に使つても、一度の露出に対す

る受注で比較的容易にベイさせることができた時期でもあ

りました。し′かし、とにかくEl新しい商品を通販広告すねば

売ねて儲かるとしヽう時代は長く|よ続きませんでした。昭和

53年に|よ、マス媒体型通販の大手、専商、ジーエムが相次

いで破綻します。あれほど話題を呼んだヘルスメーカーも

売上の急落で危機的状況に陥ります。マス媒体を利用した

一発勝負の通販の脆さが露塁したのです。ここへ来て通販

各社は、新規客ばかりを追う通販の限界に気がつき、一度

買ってくれた顧客をフォロー tノ、固定客化 |ン、|リ ピ‐―卜受l,i

を再生産させる方法に重心を移し始めま tノた.通販の 1雇典

客データベースマーケティングJ化です。そして、昭和60年

代から平成へ、21世紀へとE寺代は移り、わが国通販もさ

らなる変貌を遂げながら発展と進化を続けることになりま

す。次号はいよしヽよ通販史探訪の最終回です。

第50圏

4年間余り、50回にわたつて明治以降のわが国通販の

歴史をたどって来た旅も、いよいよ最終回となりました。

少しばかり、江戸時代の通販にまで遡つた、長い道のりで

した。明治期にいち早く先進諸国の通販を追いつこうとし

た先駆者たちの足跡、災害や大恐慌そして戦争という過

酷な時代に通販が直面した長い氷河期、敗戦の焼け跡の

中から不死鳥のように甦り、確立された近代的通販、マス

媒体広告による通販ブーム、藤客データベース重視型通

販から、リピート性商品によるリピート重視型通販 (日本

型単品リピート通販などと呼ぶことも)の台頭と、通販の

かたちはさまざまな変貌を遂げて来ました。かつては、店

舗を持てない個人や零細中小企業がなけなしの資金で立

ち上げることの多かつた通販ビジネスでしたが、今や署名

な大企業が競つて通販に参入する時代となりました。そう

した流れの中で通販の利用者も、もの好きな限られた人

たちから、こく一般的な生活者へと層がどんどん拡がりま

した。ヤング層や女性だけでなく、男性も年配者も、当た

り前のように通販を利用するようになりました。そして、

通販としヽうショツピング方式をさらに一段と普及させる原

動力になつたのがインターネットだと言うことができるで

しょう。とはいえ、ネット通販にしても、らくらくと実現に

至つたわけではありません。理論的には双方向性の通信

システムを利用すればより便利な売買行為が可能だとい

うことで、情報化の時代が叫ばれた1980年代から多様
な試みがなされ失敗した末、当‐初は軍事用に考案された

ネットシステムがここ十数年で一般が利用できるものとし

て大ブレークしたのです。私たちはややもすると、売り手

側も買い手側も、今日の便利な通販の形が当たり前のも

のと感じがちです。しかし、ここまでに至るまでには数知

れない正夫と努力と、苦難な道程があつたことを忘れて

はならないと思います。技術的に進歩し、便利になったと

はいえ、一方で悪質な情報も氾濫しています。通販が真に

信頼され、安心して利用できるショッピング方式にするた

め、われわれに残された課題はまだまだ多いと言えるで

しょう。
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